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1. 概要 

本資料は、美浜発電所1号炉及び2号炉廃止措置変更認可申請書に関連して、使用 

済燃料貯蔵設備（以下「使用済燃料ピット」という）で貯蔵している新燃料の搬出方

法について補足説明するものである。 

 

2. 使用済燃料ピットに貯蔵中の新燃料の搬出に使用する輸送容器について 

使用済燃料ピットに貯蔵中の新燃料は、事業所外運搬に係る技術基準に適合した設

計のMX-6P 型輸送容器（三菱原子燃料(株)が２０２１年３月１１日付け原規規発第

２１０３１１１号により核燃料輸送物設計承認書を取得）で搬出する計画である。

MX-6P 型輸送容器の核燃料輸送物設計承認書の抜粋を別紙 1-1 に示す。 

なお、本輸送容器の性能維持については、核燃料輸送物設計承認申請書の申請者で

ある三菱原子燃料（株）が、当該申請書に記載の保守方法に従い管理する。 

 

3. 使用済燃料ピットで貯蔵している新燃料の除染について 

通常、発電所において燃料は、１体の燃料集合体単位で取り扱っている。 

美浜１号炉の使用済燃料ピットに貯蔵している新燃料の搬出は、既存のA型輸送容

器を使用する場合を想定すると、燃料棒単位での除染が必要となることから、廃止措

置計画及び保安規定において当該部分を追加して規定した。 

今回、使用済燃料ピットに貯蔵している新燃料の搬出方法について詳細検討した結

果、汚染した燃料でも収納できるA型輸送容器（MX-6P型)を使用することになり、

燃料棒単位での取り扱い（除染）が不要となったことから当該部分を削除することに

したものである。（参考資料参照） 

当該輸送容器は、使用済燃料ピット水に含まれる放射性物質の一部が、収納する新

燃料集合体表面に残留している前提で設計されている。具体的には、新燃料集合体の

表面に使用済燃料ピット水の膜厚が1mm存在するという保守的な仮定に基づく放射

性物質の残留を条件としている。また、当該輸送容器は密封機能を有する構造のため、

新燃料集合体の表面に残留している放射性物質が閉じ込められるようになっている。



 

2 

輸送容器の設計で考慮されている使用済燃料ピット水による放射性物質の条件、およ

び輸送容器の密封境界について、核燃料輸送物設計承認申請書からの抜粋を別紙1-2

に示す。 

収納する新燃料集合体は、使用済燃料ピットから気中への引上げ時の作業の一環と

して簡易的な（水かけ）除染を実施するが、除染は輸送容器の設計要件ではない。 

なお、加工事業者では、汚染している燃料でも解体可能なエリアにて作業を行う予

定である。 

 

4. 新燃料の臨界防止に関する保安規定の記載について 

保安規定に運転中から規定されている「１６１条（新燃料の運搬）第２項（３）新

燃料が臨界に達しない措置を講じること。」については、「実用炉規則第八十八条

（工場又は事業所において行われる運搬）第１項第一号：核燃料物質の運搬は、いか

なる場合においても、核燃料物質が臨界に達するおそれがないように行うこと。」に

基づいている。（別紙2 参照） 

廃止措置計画においては、「本文八 核燃料物質の管理及び譲渡し 3. 核燃料物質

の搬出及び輸送」の項目に「核燃料物質の搬出及び輸送は、関係法令を遵守して実施

するとともに、保安のために必要な措置を保安規定に定めて実施する。」と記載して

おり、「新燃料が臨界に達しない措置」は「関係法令の遵守」に含まれている。 
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 枠囲みの範囲は機密に係る事項のため公開できません。 
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 枠囲みの範囲は機密に係る事項のため公開できません。 
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MX-6P型

核燃料輸送物設計承認申請書

別  紙

令和 3年 2月

三菱原子燃料株式会社
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(2)プール水による表面汚染

プール水に含まれる放射性物質による表面汚染の線源強度については、保守的に設定

したプール水の放射能濃度と付着水量に基づいて、ガンマ線源強度を求める。プーアレ水

による表面汚染の線源を(口 )一 第D.3表に示す。表面汚染は69c。 を代表線源とする。

(口 )一 第D.3表 プール水による表面汚染の線源

項 目 仕様 備考

燃料表面積 (m2/体)

燃料上のプール水膜厚 (m) l x 10-3 遮蔽体としては無視する

プール水汚染濃度

(60co Bq/m3)
4X10S 3,7X108 Bq/m3側 を切上げ

収納体数 (体) 8

線源強度 (ωCo Bq/基 )

D.2.2 申陛子源

中性子源 として対象となるのは、ウランの自発核分裂及び酸素の (α 、■)反応により

放出されるものが考えられるが、これらの反応率は無視できるほど小さい。

(口 )一 D-5

 枠囲みの範囲は機密に係る事項のため公開できません。 
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封
境

界

 枠囲みの範囲は機密に係る事項のため公開できません。 
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適
用
法
令
と
保
安
規
定
及
び
廃
止
措
置
計
画
と
の
関
連
 

実
用

炉
規

則
 

 
保

安
規

定
 

 
廃

止
措

置
計

画
 

第
八

十
八

条
（

工
場

又
は

事
業

所
に

お
い

て
行

わ
れ

る
運

搬
）

 

法
第

四
十

三
条

の
三

の
二

十
二

第
一

項
の

規
定

に
よ

り、
発

電
用

原
子

炉

設
置

者
は

、
発

電
用

原
子

炉
施

設
を

設
置

し
た

工
場

又
は

事
業

所
に

お
い

て

行
わ

れ
る

核
燃

料
物

質
又

は
核

燃
料

物
質

に
よ

って
汚

染
さ
れ

た
物

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「核
燃

料
物

質
等

」と
い

う。
）

の
運

搬
に

関
し

、次
の

各
号

に
掲

げ
る

措
置

を
講

じ
、
運

搬
前

に
こ
れ

ら
の

措
置

の
実

施
状

況
を

確
認

し
な

け
れ

ば

な
ら
な

い
。 

一
 
核

燃
料

物
質

の
運

搬
は

、
い

か
な

る
場

合
に

お
い

て
も

、
核

燃
料

物
質

が
臨

界
に

達
す

る
お

そ
れ

が
な

い
よ

うに
行

うこ
と。

 

二
 核

燃
料

物
質

等
を

運
搬

す
る

場
合

は
、こ

れ
を

容
器

に
封

入
す

る
こ
と。

た
だ

し
、次

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

は
、こ

の
限

りで
な

い
。 

イ
 
核

燃
料

物
質

に
よ

って
汚

染
さ
れ

た
物

（
そ

の
放

射
能

濃
度

が
原

子
力

規
制

委
員

会
の

定
め

る
限

度
を

超
え

な
い

も
の

に
限

る
。
）

で
あ

って
、
放

射
性

物
質

の
飛

散
又

は
漏

え
い

の
防

止
そ

の
他

原
子

力
規

制
委

員
会

の
定

め
る

放

射
線

障
害

防
止

の
た

め
の

措
置

を
講

じ
た

も
の

を
運

搬
す

る
場

合
 

ロ
 核

燃
料

物
質

に
よ

って
汚

染
さ
れ

た
物

で
あ

って
、大

型
機

械
等

容
器

に

封
入

し
て

運
搬

す
る

こ
とが

著
し

く困
難

な
も

の
を

原
子

力
規

制
委

員
会

の
承

認

を
受

け
た

放
射

線
障

害
防

止
の

た
め

の
措

置
を

講
じ

て
運

搬
す

る
場

合
 

三
 前

号
の

容
器

は
、次

に
掲

げ
る

基
準

に
適

合
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と。

 

イ
 当

該
容

器
に

外
接

す
る

直
方

体
の

各
辺

が
十

セ
ン

チ
メ
ー

ト
ル

以
上

とな

る
も

の
で

あ
る

こ
と。

 

ロ
 
容

易
か

つ
安

全
に

取
り扱

うこ
とが

で
き

、
か

つ
、
運

搬
中

に
予

想
さ
れ

る

温
度

及
び

内
圧

の
変

化
、振

動
等

に
よ

り、
亀

裂
、
破

損
等

が
生

じ
る

お
そ

れ
が

な
い

も
の

で
あ

る
こ
と。

 

（
以

下
省

略
）

 

 
（

新
燃

料
の

運
搬

）
 

第
１

６
１

条
 
原

子
燃

料
課

⾧
は

、新
燃

料
輸

送
容

器
か

ら
新

燃
料

を
取

り出

す
場

合
は

、補
助

建
屋

ク
レ

ー
ン

、新
燃

料
エ

レ
ベ

ー
タ
、使

用
済

燃
料

ピ
ット

ク

レ
ー

ン
の

うち
か

ら
必

要
な

燃
料

取
扱

設
備

を
使

用
す

る
。 

２
．

原
子

燃
料

課
⾧

は
、
発

電
所

内
に

お
い

て
新

燃
料

を
運

搬
す

る
場

合
は

、

運
搬

前
に

次
の

事
項

を
確

認
し
、新

燃
料

輸
送

容
器

に
収

納
す

る
。 

(1
) 

法
令

に
適

合
す

る
容

器
を

使
用

す
る

こ
と。

 

(2
) 

補
助

建
屋

ク
レ

ー
ン

、
新

燃
料

エ
レ

ベ
ー

タ
、
使

用
済

燃
料

ピ
ット

ク
レ

ー

ン
の

うち
か

ら
必

要
な

燃
料

取
扱

設
備

を
使

用
す

る
こ
と。

 

(3
) 

新
燃

料
が

臨
界

に
達

し
な

い
措

置
を

講
じ

る
こ

と。
な

お
、
新

燃
料

か
ら

燃
料

棒
を

引
抜

き
、燃

料
棒

表
面

を
除

染
す

る
場

合
は

、取
り扱

う数
量

を

燃
料

集
合

体
１

体
毎

か
つ

そ
の

１
体

分
の

燃
料

棒
に

限
定

す
る

こ
と。

 

（
以

下
省

略
）

 

 
3.

 核
燃

料
物

質
の

搬
出

及
び

輸
送

 

核
燃

料
物

質
の

搬
出

及
び

輸
送

は
、
関

係
法

令
を

遵
守

し
て

実
施

す
る

とと
も

に
、保

安
の

た
め

に
必

要
な

措
置

を
保

安
規

定
に

定
め

て
実

施
す

る
。 

１
号

炉
原

子
炉

補
助

建
屋

内
の

新
燃

料
貯

蔵
設

備
に

貯
蔵

し
て

い
る

新
燃

料
は

、原
子

炉
補

助
建

屋
内

で
輸

送
容

器
に

収
納

す
る

。 

１
号

炉
原

子
炉

補
助

建
屋

内
の

使
用

済
燃

料
貯

蔵
設

備
に

貯
蔵

し
て

い
る

新
燃

料
は

、
使

用
済

燃
料

貯
蔵

設
備

に
お

い
て

⾧
期

間
保

管
さ

れ
て

お
り、

燃
料

の
表

面
に

は
放

射
性

物
質

が
付

着
し

て
い

る
た

め
、
気

中
で

燃
料

集
合

体
の

散
水

洗
浄

・乾
燥

を
行

った
後

に
、
輸

送

容
器

に
収

納
す

る
。
輸

送
容

器
に

収
納

す
る

際
、
燃

料
の

表
面

汚
染

に
よ

り、
使

用
す

る
輸

送
容

器
の

基
準

を
満

足
し

な
い

場
合

は
、
汚

染

の
拡

大
防

止
措

置
を

講
じ

た
うえ

で
、
気

中
で

燃
料

集
合

体
１

体
ご

と

に
燃

料
棒

を
引

き
抜

き
、
燃

料
棒

表
面

を
除

染
し

、
輸

送
容

器
に

収

納
す

る
。こ

の
燃

料
の

取
扱

い
に

お
い

て
は

、燃
料

棒
を

安
全

に
取

り扱

うた
め

に
専

用
の

作
業

台
を

使
用

し
、燃

料
棒

の
変

形
及

び
損

傷
を

防

止
す

る
とと

も
に

、
取

り扱
う数

量
を

燃
料

集
合

体
１

体
ご

とか
つ

そ
の

１
体

分
の

燃
料

棒
に

限
定

し
、臨

界
を

防
止

す
る

。 

輸
送

容
器

に
収

納
後

、
解

体
対

象
施

設
か

ら
搬

出
し

、
加

工
施

設

へ
輸

送
す

る
。 

（
以

下
省

略
）

 

 

別
紙

2 

13



使
用
済

燃
料
貯

蔵
設

備
に

保
管

中
の

新
燃

料
搬

出
概

要
（

今
回

採
用

）
 

 空
の

輸
送
容
器

を
荷

卸
し

、新
燃

料
集
合

体
を

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト
か

ら
吊

り
上

げ
・
簡

易
的

な
除

染
後
に

輸
送

容
器

に
収

納
、

梱
包

し
、
ト
ラ

ッ
ク

へ
の
積

み
込

み
、
搬

出
を

行
う
。
 

 

  
 

                                   

使
用

済
燃
料

貯
蔵

設
備

に
保

管
中

の
新
燃

料
搬

出
概

要
（

今
回

採
用

せ
ず

）
 

 

                         

 

 

 

  

 

 

  

 
  

①
 
燃
料

輸
送
容
器
の
搬
入
・
移
動

 
②

 
燃
料
輸
送
容
器
の
設
置
 

③
 
新
燃
料
集
合
体
の
吊

り
上
げ
・

水
か
け
除
染
 

④
 
新

燃
料
集

合
体
の
挿
入
 

⑤
 
燃
料
輸
送
容
器
の
発
送
前

準
備
・
移
動
 

⑥
 
燃
料
輸
送
容
器

の
移
動
・
搬
出
 

燃
料

輸
送

容
器

 

新
燃

料
集

合
体

 

新
燃

料
集

合
体
 

使
用

済
燃

料
ピ

ッ
ト

 

解
体
（
ノ
ズ
ル

取
り
外
し
）
 

燃
料
棒
の
引
き
抜
き

・
除

染
・
汚

染
確
認
 

燃
料
棒
組
立
体

へ
の
収
納
・
目
視
検
査
・
輸

送
容
器
の
梱
包
 

移
動
・
搬

出
 

燃
料
引
き

上
げ
・
水
か
け
除
染
 

燃
料
固
定
・
横
倒
し
 

 

（
廃
止
措

置
計
画

 本
文
八
の
記
載
は
、
下
線
部
を
削
除

）
 

１
号
炉
原

子
炉
補
助
建
屋
内
の

使
用
済
燃
料

貯
蔵
設
備
に
貯
蔵
し
て
い
る
新
燃

料
は
、
使
用

済
燃
料
貯
蔵
設
備
に

お
い

て
長
期

間
保
管
さ
れ
て
お
り
、
燃
料
の
表
面
に
は
放
射
性
物
質
が
付
着
し
て
い
る

た
め
、
気
中
で
燃
料

集
合
体
の
散

水
洗
浄
・
乾
燥
を
行
っ
た
後
に
、

輸
送
容
器

に
収
納
す
る
。
輸
送

容
器
に

収
納
す
る
際
、
燃
料

の
表
面

汚
染

に
よ
り
、
使
用
す
る
輸
送
容

器
の
基
準
を
満
足
し
な
い
場
合
は
、
汚
染
の
拡
大
防
止
措
置
を

講
じ

た
う
え

で
、
気
中
で
燃
料
集
合
体
１

体
ご
と
に
燃
料
棒
を
引
き

抜
き
、
燃
料
棒

表
面
を
除
染

し
、

輸
送
容
器
に

収
納
す

る
。
こ
の
燃
料
の

取
扱
い
に
お
い
て
は
、
燃

料
棒
を
安
全
に
取

り
扱

う
た
め
に

専
用
の

作
業
台
を
使
用
し

、
燃
料
棒
の
変
形
及
び
損

傷
を
防
止
す
る
と

と
も

に
、
取
り

扱
う
数

量
を
燃
料
集
合
体

１
体
ご
と
か
つ
そ
の
１
体

分
の
燃
料
棒
に
限

定
し

、

臨
界
を
防

止
す
る
。
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